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編集後記の執筆を初めて担当することになりました。
これまでは査読や編集を直接担当した論文とタイトルか
ら興味を覚えた論文だけをみることが多かったのです
が，今回は編集者の立場から雑誌に掲載する全ての論文
をみました。
原稿提出の締め切りが迫り，大急ぎで読み進んでいく

過程で，実に新鮮かつ有意義な気分に浸ることができま
した。つまり，（あまり宜しくないのですが，）普段はあ
まり注意を払わなかった専門外の分野の論文を改めて読
んでみると，各分野で行われている事業や研究の状況，
懸案事項，分野間の関係性などがみえてきて，公衆衛生
全体としての実情が（錯覚かも知れませんが）俯瞰でき
たような気になりました。また，分野は異なっても共通
する「公衆衛生の文化」の存在が感じられました。これ
は，雑誌の査読基準に公衆衛生学的意義が含まれている
ので，ある意味，当然なのでしょうが‥‥。さらに，今
号は特集記事はないのですが，全体として共通するキー
ワードがあるような気もしました。それは「新しい健康
観」あるいは「多様性，QOL を重視した健康観」でし
ょうか。

WHO の健康の定義は公衆衛生の基本ともいえる話題
ですが，「健康概念の変遷」は，興味深い内容でした。

「高血圧発症に関わる家族歴の意義」はハイリスク者の
把握によるテイラーメイド医療あるいは個別的な健康教
育を考えさせます。「SHS」は幸福という言葉に集約さ
れ，QOL を重視する最近の健康観を連想させます。同
様に，「ひとりで遠出できない」という視点も QOL に
関連します。「交代制勤務」に関する論文は生活全体か
らの視点に言及し，新しい枠組みの健康観を示唆してい
るように思います。「携帯電話を活用した健康教育」は
新しい健康管理の方法で，多様性に通じるように思いま
した。
以上，公衆衛生という分野も，他の領域と同様，専門

分化が進んでいますが，やはり共通する独特の文化があ
り，私どももその集合体の一部を担っていると感じた
時，有意義な気分に浸れたように思います。今後は，真
面目な読者には当然のことでしょうけれど，せめて論文
の抄録は全部読んでいきたいと考えています。
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